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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  観察対象に与える負担を抑えつつ、観察対象
についての所望の画像を容易に撮影することができる内
視鏡装置を提供する。
【解決手段】  内視鏡装置の挿入部５においては、観察
対象物を撮影するカメラ部１０が透明チューブ部２０の
内部を長手方向に移動可能である（矢印ｂ）。カメラ部
１０の光軸方向（矢印ａ）は、チューブ部２０の長手方
向と略垂直方向を向いている。このため、カメラ部１０
は、チューブ部２０内を矢印ｂの方向に移動しながら、
移動方向と垂直方向の画像を連続して撮影することが可
能である。さらに、レンズ群３２を移動させることでズ
ーム動作を行なうこともできる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  観察対象の内部に挿入部を挿入して前記
観察対象を観察する内視鏡装置であって、
前記挿入部は、
チューブ部と、
前記チューブ部内を移動可能であり、前記チューブ部を
介して前記観察対象を撮影するカメラ部とを備え、
前記チューブ部は、前記カメラ部が前記観察対象を撮影
することができる程度の透過性を有することを特徴とす
る、内視鏡装置。
【請求項２】  前記カメラ部は前記チューブ部の長手方
向に対して略垂直方向の光軸を有する撮影部を含み、
前記カメラ部の撮影位置情報を取得する位置情報取得手
段と、
前記カメラ部により撮影された画像と前記取得された位
置情報とを対応づけて記憶する記憶手段とをさらに備え
た、請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】  前記チューブ部の長手方向を軸として前
記撮影部の光軸方向を回転させる回転手段と、
前記回転された光軸方向の回転角度を検出する検出手段
とをさらに備え、
前記記憶手段は、前記撮影された画像に、さらに前記検
出された回転角度を対応づけて記憶することを特徴とす
る、請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】  前記カメラ部は、ズーム機構をさらに備
えることを特徴とする、請求項１～３のいずれかに記載
の内視鏡装置。
【請求項５】  前記チューブ部は、さらに伸縮性を有
し、縮んだ状態の直径が前記カメラ部の直径よりも小さ
いことを特徴とする、請求項１～４のいずれかに記載の
内視鏡装置。
【請求項６】  前記カメラ部は、
前記チューブ部内を移動する移動手段をさらに備え、
前記移動手段により前記チューブ部内を拡張しながら移
動することを特徴とする、請求項５に記載の内視鏡装
置。
【請求項７】  前記チューブ部を拡張する拡張手段をさ
らに備え、
前記カメラ部は、前記拡張されたチューブ部内を移動す
ることを特徴とする、請求項５に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡装置に関し、
特に、胃などの人体内部や埋蔵史跡の内部構造等を観察
する際に、これら観察対象に与える負担を抑え、容易に
観察することが可能な内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】胃などの人体内部を観察する内視鏡装置
や埋蔵史跡の内部構造を観察する観察カメラ（以下、こ
れらを総称して「内視鏡装置」という）は、フレキシブ
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ルなチューブの先端に設けられたカメラと、他端に接続
された本体とで構成される。
【０００３】たとえば、この内視鏡装置により胃を検査
する場合、カメラとこれに接続されたチューブの一部と
が人体の内部に挿入される。そして、本体にある光源か
ら照射される光が、チューブ内の導光路を通して先端部
に送られる。これにより、撮影対象が照射され、人体内
部に挿入されたカメラで撮影対象の画像を撮影すること
ができる。撮影された画像（データ）はチューブ内のケ
ーブルを使い本体に送られる。送られてきた画像は適当
な画像処理が行なわれ、本体に備えられたモニタに写し
出される。
【０００４】また、発掘作業で史跡を掘り起こす場合に
内部構造を事前に調査する必要があるときも同様であ
る。すなわち、内視鏡装置のカメラとチューブの一部と
が史跡観察用の小孔から内部に挿入される。そして、チ
ューブ先端のカメラによりその内部構造が撮影される。
撮影された画像は本体に送られ、モニタに写し出され
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述し
た従来の内視鏡装置は、カメラを進行させながら横方向
の画像を連続して取り込む（スキャンする）ことや、細
長いチューブの壁面等の観察を行なうことが困難である
という問題があった。
【０００６】すなわち、チューブの先端に設けられたカ
メラの光軸は、通常、チューブの長手方向を向いてい
る。したがって、撮影方向はチューブの先端が向く方向
となる。このため、横方向の画像を撮影する際には、チ
ューブの先端部を横に向ける必要があった。
【０００７】チューブの先端部が横に向いた状態でカメ
ラを進行させることには無理がある。このため、横方向
の画像を連続して取り込むことは困難であった。
【０００８】また、スペース的に先端部を曲げて横にす
ることが困難な細長いチューブ等において、横方向の画
像を撮影することも苦手であった。
【０００９】さらに、人体の内部を観察するための内視
鏡装置においては、依然として患者の負担が大きいとい
う問題があった。すなわち、カメラが小型化していると
はいうものの、患者はチューブ先端に設けられたカメラ
自体を呑み込まなければならないからである。
【００１０】本発明はかかる実情に鑑みてなされたもの
であり、その目的は、観察対象に与える負担を抑えつ
つ、観察対象についての所望の画像を容易に撮影するこ
とができる内視鏡装置を提供することである。
【００１１】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、本発明のある局面に従うと、内視鏡装置は、観察対
象の内部に挿入部を挿入して前記観察対象を観察し、挿
入部は、チューブ部と、チューブ部内を移動可能であ
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り、チューブ部を介して観察対象を撮影するカメラ部と
を備え、チューブ部は、カメラ部が観察対象を撮影する
ことができる程度の透過性を有することを特徴とする。
【００１２】この発明に従うと、観察対象の内部にはチ
ューブ部とチューブ部内を移動可能なカメラ部とが挿入
される。このため、人体内部のたとえば胃を観察する際
などは、患者はカメラ部を呑み込むという意識をするこ
となくチューブ部を呑み込めばよいことになる。したが
って、患者に対する負担を軽減することができる。
【００１３】また、チューブ部を構成する材料は、カメ
ラ部がチューブ部内から観察対象を撮影することができ
る程度の透過性を有している。このため、一旦チューブ
部が観察対象内部に挿入されると、その後はチューブ部
内のカメラ部のみを移動させることにより観察対象の所
望の画像を容易に撮影することができる。よって、観察
対象に与える負担を極力抑えることが可能となる。
【００１４】したがって、観察対象に与える負担を抑え
つつ、観察対象についての所望の画像を容易に撮影する
ことができる内視鏡装置を提供することが可能となる。
【００１５】好ましくは、カメラ部はチューブ部の長手
方向に対して略垂直方向の光軸を有する撮影部を含み、
内視鏡装置は、カメラ部の撮影位置情報を取得する位置
情報取得手段と、カメラ部により撮影された画像と取得
された位置情報とを対応づけて記憶する記憶手段とをさ
らに備える。
【００１６】この発明に従うと、撮影部の光軸方向はチ
ューブ部の長手方向に対して略垂直方向となる。このた
め、従来のように略垂直方向の画像を撮影する際に、チ
ューブ部の先端を横に向ける必要がなくなる。したがっ
て、カメラ部はチューブ部の長手方向に移動しながら略
垂直方向の画像を容易に撮影することが可能となる。
【００１７】また、チューブ部内を移動するカメラ部の
撮影位置情報が取得され、撮影された画像とその位置情
報とが対応づけて記憶手段に記憶される。このためカメ
ラ部が移動しても撮影された画像間の位置関係が明確と
なり、繋ぎ合わせ等の画像処理を容易に行なうことが可
能となる。
【００１８】好ましくは、内視鏡装置は、チューブ部の
長手方向を軸として撮影部の光軸方向を回転させる回転
手段と、回転された光軸方向の回転角度を検出する検出
手段とをさらに備え、記憶手段は、撮影された画像に、
さらに検出された回転角度を対応づけて記憶することを
特徴とする。
【００１９】この発明に従うと、カメラ部における撮影
部の光軸方向はチューブ部の長手方向を軸として回転可
能である。このため、カメラ部はチューブ部の長手方向
に対して略垂直の所望の方向について撮影することが可
能となる。
【００２０】また、カメラ部の撮影方向についての情
報、すなわち回転角度が検出され、カメラ部により撮影
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された画像にその回転角度が対応付けて記憶される。こ
のため、カメラ部の撮影方向が変化しても撮影された画
像間の撮影方向の関係が明確となり、繋ぎ合わせ等の画
像処理を容易に行なうことが可能となる。
【００２１】好ましくは、カメラ部は、ズーム機構をさ
らに備えることを特徴とする。この発明に従うと、ズー
ム機構が具備されているため、容易に所望の変倍画像を
取得することができる。
【００２２】好ましくは、チューブ部は、さらに伸縮性
を有し、縮んだ状態の直径がカメラ部の直径よりも小さ
いことを特徴とする。
【００２３】この発明に従うと、チューブ部は伸縮性を
有し、通常の縮んだ状態の直径は、その内部を移動する
カメラ部の直径よりも小さい。このため、観察対象の内
部にチューブ部を挿入する際には、より径の小さいチュ
ーブを挿入すればよいため、観察対象に与える負担が軽
減される。
【００２４】好ましくは、カメラ部は、チューブ部内を
移動する移動手段をさらに備え、移動手段により前記チ
ューブ部内を拡張しながら移動することを特徴とする。
【００２５】この発明に従うと、カメラ部は、伸縮性の
あるチューブ部内を拡張しながら移動手段により移動す
る。このため、観察を希望する場所に容易に移動するこ
とが可能となる。
【００２６】好ましくは、内視鏡装置は、チューブ部を
拡張する拡張手段をさらに備え、カメラ部は、拡張され
たチューブ部内を移動することを特徴とする。
【００２７】この発明に従うと、チューブ部は拡張手段
により拡張され、その拡張されたチューブ部内をカメラ
部が移動する。このため、伸縮性を有するチューブ部内
であってもカメラ部は容易に移動することが可能とな
る。
【００２８】
【発明の実施の形態】次に、本発明の実施の形態を図面
に基づいて説明する。
【００２９】（第１の実施の形態）図１は、本発明の第
１の実施の形態における内視鏡装置１００の全体構成を
示すブロック図である。本図を参照して、内視鏡装置１
００は、観察対象物の内部に挿入する挿入部５と、観察
対象物の外部で操作を行なうためのカメラ操作部１１
と、挿入部５から送られてきた観察対象物の画像を表示
等するための本体部５０とで構成される。
【００３０】挿入部５は、観察対象物の内部で画像を撮
影するカメラ部１０と、カメラ部１０の位置および回転
角を検出する位置・回転角検出部１２とを含む。
【００３１】本体部５０は、撮影画像データおよび位置
・回転角情報を関連付けて記憶する記憶部１３と、記憶
された画像データに対して所定の画像処理を行なう画像
処理部１４と、画像処理が施された画像データを表示す
るためのモニタ部１５と、これら各部の制御を行なう制
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5
御部１６とを含む。
【００３２】カメラ部１０により撮影された観察対象物
の画像データは制御部１６に送られる。また、位置・回
転角検出部１２により検出されたカメラ部１０の位置・
回転角情報も制御部１６に送られる。制御部１６に送ら
れた画像データおよび位置・回転角情報は、それぞれ対
応付けられて記憶部１３に記憶される。
【００３３】記憶部１３に記憶された画像データは、画
像処理部１４により位置・回転各情報に基づいて繋ぎ合
わせ等の所定の画像処理が施される。そして、画像処理
後のデータはモニタ部１５へと送られ、モニタ部１５に
おいて、観察対象物の画像が適切に表示される。
【００３４】図２は、本実施の形態における内視鏡装置
１００の挿入部５およびカメラ操作部１１の外観を示し
た図である。本図に示すように、観察対象物の内部に挿
入される挿入部５は、カメラ操作部１１から伸びる透明
のチューブ部２０と、その内部を移動可能なカメラ部１
０とを含む。チューブ部２０が透明であるため、カメラ
部１０は、チューブ部２０の外側に存在する撮影対象物
をチューブ部２０を介して撮影することができる。
【００３５】カメラ操作部１１は、カメラ部１０に対し
て、直進、停止、パン、チルト、ズーム等の各動作を行
なわせるための操作ボタン１１ａを備える。そして、チ
ューブ部２０内の制御ライン（図示せず）を介してカメ
ラ部１０に操作信号を送信する。なお、チューブ部２０
が接続されている側と反対側から伸びるラインは本体部
５０へと繋がっている。
【００３６】たとえば、この内視鏡装置１００を用いて
人の胃を観察する場合、透明のチューブ部２０が人体内
部に挿入される。そして、カメラ部１０は、カメラ操作
部１１による操作に従って、このチューブ部２０内を移
動し、胃内部の画像を撮影する。
【００３７】図３は、本実施の形態における内視鏡装置
１００を説明するための模式図である。本図に示すよう
に、内視鏡装置１００の挿入部５においては、観察対象
物を撮影するカメラ部１０が透明チューブ部２０の内部
を長手方向に移動可能となっている（矢印ｂ）。そし
て、カメラ部１０の光軸方向（矢印ａ）は、チューブ部
２０の長手方向と略垂直方向を向いている。このため、
カメラ部１０は、チューブ部２０内を矢印ｂの方向に移
動しながら、移動方向と垂直方向の画像を撮影すること
が可能となっている。
【００３８】また、カメラ部１０は、その撮影部にレン
ズ群３２とＣＣＤ等の撮像素子３１とを含んでおり、レ
ンズ群３２を移動させることでズーム動作を行なうこと
ができる。このため、チューブ部２０内を長手方向に移
動しながら垂直方向の画像を連続して取り込むことが出
来ると共に、必要に応じて、ズーム動作を行なうことが
できる。
【００３９】なお、カメラ部１０からカメラ操作部１１
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へ伸びる制御ライン３３は、カメラ操作部１１からカメ
ラ部１０へ送られる操作命令のほかに、カメラ部１０に
より撮影された画像データを本体部５０へ送信する際に
も利用される。
【００４０】図４は、カメラ部１０がチューブ部２０内
を移動する様子を説明するための図である。本図を参照
して、カメラ部１０は、チューブ部２０内を移動するた
めの前方車輪４２および後方車輪４３と、撮影対象を照
射するための照明部４１とを備える。
【００４１】カメラ部１０は、前方車輪４２および後方
車輪４３が回転することにより、チューブ部２０内を矢
印ｂで示す方向に自由に移動可能となっている。そし
て、カメラ部１０の撮影部は、矢印ｃで示すように、チ
ューブ部２０の長手方向を軸として回転可能となってい
る。光軸方向ａは撮影部の回転に伴って変化する。した
がって、カメラ部１０により、チューブ部２０の長手方
向に垂直なあらゆる方向の画像を所望通りに撮影するこ
とが可能となる。
【００４２】なお、撮影部の回転角度は、位置・回転角
検出部１２（図示せず）により検出され、対応する撮影
画像とともに回転角情報として本体部５０に送られる。
【００４３】照明部４１は、内蔵式の光源を用いるもの
であってもよいし、本体部５０の光源から照射される光
を利用するものであってもよい。本体部５０の光源の照
射光が利用される場合、照射光はチューブ部２０内に設
けられた光ファイバ等の導光路を通ることになる。
【００４４】図５は、カメラ部１０に設けられた車輪４
２、４３を説明するための図である。図５（ａ）は、カ
メラ部１０を前方から見た正面図であり、図５（ｂ）
は、カメラ部１０の前方車輪４２の位置における正面断
面図である。
【００４５】図５（ａ）および（ｂ）に示すように、前
方車輪４２がカメラ部１０の前方に１２０度の車軸の傾
きをもって３つ、後方車輪４３が後方に同じ車軸の傾き
をもって３つ、それぞれ設けられている。そして、前方
車輪４２と後方車輪４３とは６０度の車軸の傾きをもっ
て交互に配置されている。
【００４６】少ない車輪数でチューブ部２０とカメラ部
１０本体との接触を効率よく回避するためこのような構
成を採っているが、これに限られず、カメラ部１０本体
がチューブ部２０内を適切に移動できるような車輪の構
成であればよい。
【００４７】図６は、位置・回転角検出部１２によりカ
メラ部１０の位置情報が検出される場合を説明するため
の図である。本図を参照して、チューブ部２０には、Ｉ
ＴＯ、ＺｎＯ、ＳｎＯ

2
等の透明電極による所定の読取

りパターン６１が設けられている。カメラ部１０には２
つの電極ブラシ６２が設けられており、チューブ部２０
と常時接触している。
【００４８】この電極ブラシ６２の一方から他方に微電
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7
流を流すことで、読取りパターン６１による抵抗の変化
を検出する。これにより、カメラ部１０の位置情報を電
気的に検出することができる。
【００４９】なお、電極ブラシ６２を設ける代わりに、
チューブ部２０に常に接触している車輪に導電性のもの
を用い、これを用いて抵抗の変化を検出するようにして
もよい。
【００５０】検出された位置情報は、回転角情報と共
に、制御ライン３３を介して、本体部５０に送られる。
本体部５０では、これらの情報が対応する画像データに
関連付けて記憶部１３に記憶される。このため、カメラ
部１０において撮影された各画像の位置関係を明確にす
ることができ、繋ぎ合わせ等の画像処理を的確に行なう
ことが可能となる。
【００５１】以上説明したように、本実施の形態におけ
る内視鏡装置１００によると、観察対象物の内部に挿入
されるチューブ部２０は、透明であるため、その内部を
移動するカメラ部１０によりチューブ部２０を介して、
撮影対象物の画像を撮影することができる。この際、カ
メラ部１０の光軸方向は移動方向（チューブ部２０の長
手方向）の略垂直方向を向いているため、チューブ部２
０内を移動しながら、連続してチューブ部２０の横方向
の画像を撮影することが可能となる。
【００５２】また、チューブ部２０の横方向を撮影する
際、従来の内視鏡装置のように、わざわざチューブの先
端を曲げて、カメラを横に向けるという必要がない。こ
のため、スペース的に余裕のないような観察対象物の内
部であっても容易に観察することが可能となる。
【００５３】たとえば、内部の状況自体が全く不明の史
跡等を観察するような場合も、チューブ部２０を小孔か
ら挿入するだけで横方向の画像を取得することができ
る。したがって、チューブ（カメラ）と観察対象内部と
が接触する可能性が低下し、接触による破壊等の不都合
を回避することができる。
【００５４】さらに、観察対象が人体である場合、患者
に対する負担が軽減される。すなわち、患者は一様な太
さのチューブ部２０を呑み込めばよく、カメラを意識し
て呑み込む必要がなくなる。
【００５５】（第２の実施の形態）次に、本発明の第２
の実施の形態について説明する。本実施の形態における
内視鏡装置も図１に示す第１の実施の形態における内視
鏡装置１００と同様の全体構成をしている。また、カメ
ラ部１０の構成も図４に示したものと同様である。した
がって、撮影部の光軸方向は、チューブ部の長手方向に
略垂直の方向を向いており、また、長手方向を軸として
３６０度回転可能となっている。これらについては第１
の実施の形態と同様である。しかし、本実施の形態にお
いては、チューブ部の形状が少し異なる。
【００５６】図７は、本発明の第２の実施の形態におけ
る内視鏡装置を説明するための模式図である。本図に示
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すように、本実施の形態における内視鏡装置の挿入部５
は、伸縮性を有する透明チューブ部７０が用いられ、通
常の縮んだ状態では、チューブ部７０内に存在するカメ
ラ部１０の直径よりもチューブ部７０の直径の方が小さ
い。
【００５７】したがって、カメラ部１０は、チューブ部
７０内を移動する際、チューブ部７０を拡張しながら長
手方向に移動することになる（矢印ｂ）。なお、前述し
たように、カメラ部１０の光軸方向（矢印ａ）は、第１
の実施の形態と同様にチューブ部７０の長手方向と略垂
直方向を向いている。このため、チューブ部７０内を矢
印ｂの方向にカメラ部１０が移動しながら、移動方向と
垂直方向の画像を撮影することが可能となっている。
【００５８】また、本実施の形態においても、カメラ部
１０は、レンズ群３２を移動させることでズーム動作を
行なうことができる。したがって、チューブ部７０内を
長手方向に移動しながら垂直方向の画像を連続して取り
込むことが出来ると共に、必要に応じて、ズーム動作を
行なうこともできる。
【００５９】さらに、チューブ部７０の伸縮率は既知で
あり、図６に示したように、カメラ部１０の位置情報を
電気的に検出可能となっている。
【００６０】このように、本実施の形態においては、チ
ューブ部７０は伸縮性を有しており、通常の縮んだ状態
ではカメラ部１０の直径よりも小さい。カメラ部１０
は、チューブ部７０を拡張しながら移動する。したがっ
て、人体を観察する場合などは、直径の小さいチューブ
部７０を呑み込むだけで、後はカメラ部１０を移動させ
ることにより人体内部を観察することができる。このた
め、カメラ部１０を呑み込むという患者の負担は軽減さ
れる。
【００６１】（第３の実施の形態）最後に、本発明の第
３の実施の形態について説明する。本実施の形態におけ
る内視鏡装置も図１に示す第１の実施の形態における内
視鏡装置１００と同様の全体構成をしている。ただし、
チューブ部は第１の実施の形態におけるチューブ部２０
と異なり、第２の実施の形態におけるチューブ部７０と
同様の伸縮性を有したものが用いられる。また、カメラ
部１０は撮影部自体が回転するものではなく、したが
て、撮影部についての回転装置は備えていない。そし
て、カメラ部１０が、チューブ部７０内を移動する際の
移動方法も異なる。
【００６２】図８は、本実施の形態におけるチューブ部
７０の拡張前後の様子を説明するための図である。本図
を参照して、チューブ部７０は、らせん状のチューブ８
１をその内部に備える。そして、通常の縮んだ状態で
は、図８（ａ）に示すように、らせん状チューブ８１も
チューブ部７０内で縮んだ状態となっている。
【００６３】チューブ部７０を拡張する際には、らせん
状チューブ８１内に気体、あるいは液体が注入される。
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9
これにより、図８（ｂ）に示すように、チューブ部７０
を膨らませることができる。
【００６４】図９は、本実施の形態における内視鏡装置
のカメラ部１０の外観を示した図である。本図を参照し
て、カメラ部１０の本体表面には、らせん状の溝９０が
設けられている。この溝９０は、図８（ｂ）で示したチ
ューブ部７０内のらせん状のチューブ８１が嵌まる形状
となっている。なお、溝９０の内部には複数の車輪９１
が設置されている。
【００６５】カメラ部１０が移動する際には、まず、図
８（ｂ）で示すように、チューブ８１内に気体、あるい
は液体が注入され、チューブ部７０が拡張される。そし
て、カメラ部１０の溝９０内にらせん状のチューブ８１
が嵌まった状態で、溝９０内に設けられた車輪９１が回
転する。これにより、チューブ８１をガイドとして、カ
メラ部１０はらせん状に回転しながら前方、あるいは後
方に移動する。
【００６６】カメラ部１０の撮影部の光軸方向（撮影方
向）ａは、第１および第２の実施の形態におけるカメラ
部１０と同様にチューブ部７０の長手方向に略垂直の方
向を向いている。このため、本実施の形態におけるカメ
ラ部１０の撮影方向（光軸方向）は、撮影部の回転では
なく、カメラ部１０自体の回転移動に伴って変化するこ
とになる。
【００６７】また、本実施の形態においても、カメラ部
１０は、レンズ群３２を移動させることでズーム動作を
行なうことができる。したがって、チューブ部７０内を
回転移動しながら垂直方向の画像を連続して取り込むこ
とが出来ると共に、ズーム動作を行なうこともできる。
【００６８】なお、カメラ部１０の位置情報（回転角度
情報を含む）は、カメラ部１０がチューブ８１のどの位
置にいるかを検出することにより取得することができ
る。この際の検出方法は、たとえばチューブ８１表面に
設けられた透明読取りパターンを導電性の車輪９１を用
いて抵抗値を調べるという方法などが考えられる。取得
された位置情報は、対応する撮影画像データと共に本体
部５０に送られる。
【００６９】本体部５０では、画像処理部１４により画
像データを位置情報に基づいて繋ぎ合わす等の適切な画
像処理が行なわれる。そして、観察対象の所望の画像を
モニタ部１５等で観察することが可能となる。
【００７０】本実施の形態における内視鏡装置による
と、通常は挿入部５におけるチューブ部７０は縮んだ状
態である。そして、カメラ部１０が移動する際にはじめ
て拡張される。したがって、人体内部等を観察するよう
な場合、患者は、縮んだ状態のチューブ部７０を呑みこ
めばよいことになり、カメラ部１０を呑み込むという負
担が軽減される。なお、縮んだ状態のチューブ部７０が
呑みこまれた後は、チューブ部７０が拡張されてカメラ
部１０が移動する。このため、人体内部を適切に観察す
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ることができる。
【００７１】また、カメラ部１０は、チューブ部７０が
拡張された後に移動させられるため、伸縮性のあるチュ
ーブ部７０内であっても容易に移動可能となる。
【００７２】さらに、本実施の形態における内視鏡装置
では、撮影部のみを回転させるための回転手段を設ける
ことなく、カメラ部１０全体を回転させることにより撮
影方向を変化させることができる。このため、簡易な構
成でもってあらゆる方向の画像を撮影することが可能と
なる。
【００７３】なお、今回示した実施の形態においては、
カメラ部１０の位置検出方法として、図６等で示したよ
うな方法が採られる。すなわち、チューブ部２０の内面
に透明電極による読取りパターン６１を設け、電気的に
位置情報が検出される。しかし、位置検出方法としては
この方法に限定されるものではない。したがって、たと
えば光学的に検出するようにしてもよい。
【００７４】図１０は、カメラ部１０の位置情報が光学
的に検出される場合を説明するための図である。本図を
参照して、チューブ部２０の表面には、可視光線を透過
し赤外光を反射する赤外域反射膜による読取りパターン
１０１が設けられている。一方、カメラ部１０には、赤
外ＬＥＤ１０２が設けられている。赤外ＬＥＤ１０２か
ら、読取りパターン１０１に赤外光が照射され、その反
射率の変化が検出される。これにより位置情報が取得さ
れることになる。
【００７５】また、磁気的な方法により検出することも
可能である。たとえば、チューブ部２０に透明な磁性体
を塗布することで読取りパターンを形成し、カメラ部１
０に設けた磁気センサにより磁界の変化を検出するよう
にしてもよい。
【００７６】なお、今回示した実施の形態においては、
図４等に示したように、カメラ部１０の撮影部の光軸方
向（撮影方向）はチューブ部の長手方向に対して略垂直
方向となっている。ただし、図１１に示すように、長手
方向であってもよい。この場合は、撮影対象を照明する
ための照明部１１４１もカメラ部１０前方に設けられる
ことになる。また、長手方向およびこれに垂直な方向両
方に撮影部を設けるようにしてもよい。
【００７７】また、今回示した実施の形態においては、
図１、図３等に示したように、カメラ操作部１１は本体
部５０から分離された構成となっている。しかし、この
ような構成に限られず、本体部５０に一体としてカメラ
操作部１１を設けるようにしてもよい。これにより、モ
ニタ部１５を見ながらカメラ部１０の操作を行なうこと
ができ、所望の画像を得るためのカメラ操作が一層容易
となる。
【００７８】また、今回示した実施の形態においては、
カメラ部１０の駆動方法として、カメラ部１０本体に設
けた車輪を用いる場合を示した。しかし、この方法に限
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られるものではなく、他のアクチュエータを用いるよう
にしてもよい。また、制御ラインに外力の伝達が可能な
ワイヤを設けたり、空気を送り込むなど、物理的な作用
によりカメラ部１０を移動させるようにしてもよい。
【００７９】今回開示された実施の形態はすべての点で
例示であって制限的なものではないと考えられるべきで
ある。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求
の範囲によって示され、特許請求の範囲と均等の意味お
よび範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第１の実施の形態における内視鏡装
置１００の全体構成を示すブロック図である。
【図２】  本実施の形態における内視鏡装置１００の挿
入部５およびカメラ操作部１１の外観を示した図であ
る。
【図３】  本実施の形態における内視鏡装置１００を説
明するための模式図である。
【図４】  カメラ部１０がチューブ部２０内を移動する
様子を説明するための図である。
【図５】  カメラ部１０に設けられた車輪４２、４３を
説明するための図である。
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【図６】  位置・回転角検出部１２によりカメラ部１０
の位置情報が検出される場合を説明するための図であ
る。
【図７】  本発明の第２の実施の形態における内視鏡装
置を説明するための模式図である。
【図８】  本実施の形態におけるチューブ部７０の拡張
前後の様子を説明するための図である。
【図９】  本実施の形態における内視鏡装置のカメラ部
１０の外観を示した図である。
【図１０】  カメラ部１０の位置情報が光学的に検出さ
れる場合を説明するための図である。
【図１１】  撮影部の光軸方向（撮影方向）が長手方向
にある場合のカメラ部１０の斜視図である。
【符号の説明】
５  挿入部、１０  カメラ部、１１  カメラ操作部、１
２  位置・回転角検出部、１３  記憶部、１４  画像処
理部、１５  モニタ部、１６  制御部、２０，７０  チ
ューブ部、３２  レンズ群、３３  制御ライン、４１，
１１４１  照明部、４２  前方車輪、４３  後方車輪、
５０  本体部、６１，１０１  読取りパターン、６２  
電極ブラシ、８１  透明チューブ、９０  溝、９１  車
輪、１０２  赤外ＬＥＤ。

【図１】 【図３】
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